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研究成果の概要（和文）：視覚障害の患者の医療情報へのアクセシビリティ向上を目的として、これまでに我々の研究
チームが開発した自動点字翻訳プログラムeBrailleを利用して病院で点字文書提供可能な運用手順を確立した。具体的
には、点訳対象の医療文書を決定し、点訳用に記載内容（文章や単語による表現方法）を修正し、視覚障害者が読み易
い文体にする。この方法で点字文書を印刷し、患者に渡すまでのフローチャートを作成し、病院職員に意見を求め病院
内での運用体制を評価した。

研究成果の概要（英文）：To improve the accessibility of blind or visually impaired patients, we establishe
d an operation procedure of Braille medical documents in our hospital by using our automatic Japanese-to-B
raille translation program which is called "eBraille." We selected the medical documents to translate into
 Braille and modified the expressions to improve the readability. We then made the flow chart of operating
 the printed Braille documents to patients and evaluated our procedure.
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１．研究開始当初の背景 
「視覚障害者等に対する服薬指導について」
（平成 10 年 8 月 19 日	 政医第 289 号、厚生
省保健医療局）や、「平成 12 年度社会保険診
療報酬改定等の概要」の“視覚障害者に対す
る点字等を用いた薬剤情報提供が薬剤情報
提供料として加算可能”などにより、視覚障
害者への点字での情報提供が求められてい
る。また、個人情報の保護に関する法律（個
人情報保護法）上は患者の家族でも第三者と
して扱うことになるため、本人の了承無く家
族へ説明すべきではない。加えて、視覚障害
のある患者へ、点字の説明文書を直接手渡す
必要がある。神戸大学医学部附属病院では、
研究分担者の高岡准教授が開発した自動点
字 翻 訳 プ ロ グ ラ ム eBraille
（http://ebraille.med.	 kobe-u.ac.jp/）を
用い、平成 20 年度から点字文書提供を開始
した（科学研究費補助金萌芽研究、課題番号
19659563）。その際、この点字文書提供シス
テムを患者サービスとして実用化するには、
点訳前の文章の簡略化や、地図などの表記
（点図）等を考慮した(1)点訳文書の記載内
容の整備と（2）病院内の運用体制の構築が
必要と判明した。	 
	 そこで点訳文書を整備し、点字文書の運用
体制を構築することで、視覚障害を有する患
者の医療情報へのアクセシビリティ向上を
実現すると同時に、病院での点字文書提供シ
ステムのプロトタイプを提案可能と考え、本
研究を着想した。	 
	 
２．研究の目的	 
本研究の目的は、視覚障害を有する患者の医
療情報へのアクセシビリティ向上の実現で
ある。我々の研究チームが開発した自動点字
翻訳プログラム eBraille（2010 年度グッド
デザイン賞受賞）を利用して、病院で点字文
書提供可能な運用手順を確立する。本研究で
は点訳対象の医療文書を決定した後に、点訳
用に記載内容（文章や単語による表現方法）
を見直し、その病院内での運用体制の構築に
取り組む。	 
	 
３．研究の方法	 
はじめに、点字翻訳するための eBraille プ
ログラムをインストールしたサーバを立ち
上げる。次に、点訳対象とする文章の収集の
ため、病院内で患者に配布している患者向け
文書を収集する。そして点字文書用に文章を
修正する。最後に、患者へ点字文書を渡すま
でのフローチャート案を作成し、運用体制を
評価する。具体的には、点字文書に関連が深
い看護部と薬剤部から病院内業務との整合
性について検討すべく、看護師や薬剤師等の
病院職員に意見を求める。	 
	 
４．研究成果	 
まず、eBraille サーバの立ち上げに向けた作
業では、自動点字翻訳プログラム用の新サー

バ導入に向けて、準備した。そして本研究で
実施する多量の点字翻訳を円滑に可能にす
ると共に、随時点訳に必要な計算処理の能力
も付与し滑らかな自動点訳を実現するため
に、計算処理能力の高い計算機を導入し、プ
ログラムを移植した。	 
	 次に、点訳に向けた文章の収集と修正は、
研究分担者の前田博士と一瀬博士の協力を	 
得た。特に、病院内で患者に配布している患
者向け文書を収集した。過去の点訳での経験
を基に点訳の前処理としての修正パターン
をルールとしてまとめていたため、これを遵
用し、点訳の前処理を行い視覚障害者が読み
易い文章に修正した。この方法論は、研究分
担者の高岡准教授が 2013 年度のクリニカル
パス学会で発表し、学術集会優秀賞と座長賞
をダブル受賞した。	 
	 点字文書の作成、印刷、患者へ手渡すまで
のフローチャートは、当院が所有している点
字プリンタや立体コピー作成機の台数や設
置場所と院内の患者の動きを考慮し作成し
た。具体的には、点訳依頼を受けて点訳した
いテキストデータを点訳サーバに送る。そし
て、eBraille で点訳した電子データを担当部
署に戻し担当者が内容を確認した後に点字
印刷し、受付や会計等で患者に渡す。ここで
明らかになった技術的な課題は、病院情報ネ
ットワーク内に自動点字翻訳システムを繋
ぐ事と、システム間連携の仕組み(インター
フェース)が必要なことである。今回作成の
フローチャートについての看護師や薬剤師
等の病院職員からの評価は、「特に問題はな
いと思う」のみならず、「病状説明など、文
書の内容によっては、医療従事者が患者に説
明する際に文書も渡せると望ましいのでは
ないか」であった。その対応は、印刷機の台
数や設置場所、システム連携等の問題から即
時の実施は困難である。そこで、このような
今後解決すべき課題について、病院における
患者サービスの観点から、視覚障害に対応す
るために必要な研究課題を洗い出す事にし
た。その結果、これまで本研究で取り組んで
きた視覚障害者に向け点字文書提供だけで
は、不充分な可能性を見出した。具体的には、
視覚障害は障害の種類や程度が個人毎に異
なることから、例えば色覚に障害を持つ患者
への対応も必要であることを見出したので
ある。2013 年に成立した「障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法律」の施行に向
けて、今回明らかにした病院における視覚障
害者へのアクセシビリティ向上の必要性を
直視し、改善につなげることで質の高い患者
サービスを実現していきたい。なお、病院情
報システムとの一体運用の可能性について
は、病院情報システム更新時期と重なったこ
とから、将来の検討課題とした。本研究は来
年度以降も継続することから、その中で一体
運用実現について前向きに検討したい。	 
	 本研究に関連して、患者サービスとしての
医療情報提供に、患者用クリニカルパスがあ



る。研究分担者の高岡准教授は、大阪大学歯
学部附属病院の森崎市治郎病院長と共同で、
歯科領域の患者パスとも言うべき「歯科疾患
管理文書」を点字と触図（点図）で作成する
システムの研究開発に取り組む機会を得た。
その研究成果物である「デンタクト」は 2013
年度のグッドデザイン賞を受賞するなど、社
会的に非常に高く評価された。	 
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